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夢・笑顔・元気いっぱいの学校　～想像力豊かに未来を創造する学校づくり～

当たり前のことを当たり前に行える児童　～時と場に応じた服装・言葉・態度の育成を図る～

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価

年　　　　度　　　　目　　　　標 年度評価　(令和８年１月２１日現在)
「学校運営協議会での評価」

を受けて

評価項目 具体的方策 評　価　指　標
評価
基準

教職員
の割合

保護者
の割合

目標の達成状況
達
成
度

  次年度への課題と改善策

   ・次年度へ継続する課題
   ・改善していくための方向性

「次年度の課題と改善策」に
係る変更点や追加事項等
（※変更点や追加事項等が

ない場合は空欄）

組織運営
の充実

小中一貫教育の視
点

・職員会議提案資料に
学校教育目標との関連
を明記し、一貫した方
向性を持って全ての教
育活動を行う。
・誰一人見捨てない姿
勢を貫き、いじめを予
防する。

1

学校教育目標「かしこく・あたたかく・つよく」を目指し
て努力している。

・学校教育目標の具現化に向けて、諸
会議では、入念な準備と計画のもと熟
議がなされている。また、教職員一人
一人が学校教育目標の理解が深く、
強い責任と高い意識のもと、様々な教
育活動に取り組むことができた。
・いじめ調査だけでなく、児童の日頃の
様子や、保護者からの相談をもとに、
丁寧な対応に当たっている。その際、
報告・連絡・相談を密にし、関係機関と
も組織的対応に当たることができた。

ｘ

・学校教育目標の実現のために、全教職員が
共通認識をもって指導に当たり、学校全体の
連携を強めていく。
・いじめ調査の実施、丁寧な聞き取りを継続し
ていく。また、教育センターやこども家庭セン
ター等の関係機関との連携も積極的に行って
いく。

・全ての教職員が一人一人の児童を大切に
し、引き続き指導をして欲しい。
・いじめは、大人が見えない部分で起きるた
め、学校と家庭とが綿密な連携を図り、いじ
めの予防に当たって欲しい。

・いじめ防止、早期発見、早期対応をす
るために、組織的対応を継続する。

2

いじめの予防や改善に努め、児童にとって楽しく通える学
校にしている。

基礎学力
の定着

・協同的な学びや協調
学習を手法の一つとし
て取り入れ、全ての生
徒の学びを保証する。
・生徒の意識を高め、
自宅学習システムなど
を有 効活用して学力
を伸ばす。

3

学習内容が身につくよう「わかる授業」をしている。 ・年度当初に、学級経営研修を行い、
全教職員が学習・生活指導全般に効
果を上げることができた。長期欠席の
数や内訳にも大きく変容が出てきてい
る。
・家庭学習の習慣化については、内容
を検証し、新たな補修プリントを作成し
活用を始めた。

ｘ

ｘ

・基礎学力の数値、非認知能力の数値は、わ
ずかではあるが上昇している。何より児童が
「学びたい」とか、「最後までねばり強く取り組
む」が上昇している。
・わかる授業を提供することができるよう、教
職員の教材研究の時間を確保していく。
・児童が家庭学習に何を取り組めば良いか、
より具体的に明記すると共に、「家庭学習の
すすめ」を令和8年度は見直しをする。

・基礎学力の向上は、将来の土台を築くため
に重要である。基礎学力の定着、向上を図
るべく、引き続き指導に当たって欲しい。
・学習室の新設により、学習することの楽し
さへつなげて欲しい。
・朝学習、反復学習の大切さを指導するため
に、地道な取り組みに期待する。

・家庭学習の習慣化を図るためには、家
庭のサポートが必要不可欠である。そ
のためには、保護者の理解を得られる
よう、検討を進め、協力への発信をして
いく。

4

児童に家庭学習の習慣が身につくような指導をしている。

・小中一貫教育校として、これまで連携してい
た行事について地域へ見えやすくしたり、新
たに取り組んだ行事を広く発信する努力をし
た。
・教育活動において、地域ボランティアの協力
を得て、児童の学びを深めていく。
・地域学校協働活動本部と連携を強化し、地
域ボランティアの数を増やしていく。

・学校、地域、家庭が連携し、協働すること
は、子どもが豊かに成長する上で不可欠な
ことである。
・小中合同講演会（平和教育）は、たいへん
良かった。
・地域清掃への協力は、メール配信を活用し
て人材確保してはいかがか。
・小中一貫教育について、毎月のお便りから
様子が伝わり、良かった。さらに地域への理
解を得るには、公民館を利用していくのも良
いのではないか。

・小中一貫教育校として、学校と地域の
力を強固なものへとするために、学校運
営協議会の認知を広め、理解を深めら
れるよう検証していく。

6

保護者や地域の期待や要望に耳を傾け、改善しようとして
いる。

保護者や
地域との

連携

コミュニティ・ス
クールの視点

・教育活動の様子を積
極的に発信し、学校の
教育内容を外に開く。
・学校への要望や意見
に耳を傾け、真摯に対
応する。

5

学校だより、小中一貫だよりなどで教育活動を伝えてい
る。

・小中一貫教育校の初年度として、こ
れまでの地域清掃や学習発表会に加
え、高萩北公民館での作品展示をする
ことができた。児童の頑張っている取り
組みについて、地域の方々に見ていた
だける良い機会となった。
・「輝多っ子」の発行やＨＰの細まめな
更新により、地域で育つ児童の成長を
発信することができた。

社会性・
人間性
の育成

・道徳授業、学級の話
し合い活動の充実を通
して規律ある態度を育
成する。
・最大限の 成果が期
待される行事を考え実
施する。

7

あいさつ・言葉遣い・決まりを守るなど、規律ある態度の
育成をしている。

・地域の方より「あいさつができている」
ことや「以前に比べると、子供からのあ
いさつをする声が増えた」とのご意見を
いただくようになった。数値には見えに
くい部分であるが、温かい評価に感謝
したい。
・児童の安全を最優先し、全校遠足を
中止したが、日程と内容を変更して、
児童主体の全校行事を実施した。今
後も、的確に判断することや、児童を
最優先した行事の内容や実施方法を
検討していく。

ｘ

ｘ

・あいさつについて、学校だよりで触れたり、
道徳や特別活動の中でも指導していく。また、
自分から地域の方々にあいさつができる児童
を引き続き育成していく。学校と家庭とが同じ
目線で指導ができるようにする。
・校外学習や体験的な学習は、豊かな心を育
むことができる。高い学習効果が得られる内
容を精選していく。
・児童が様々な価値に触れることができるよ
う、外部講師の招聘や地域ボランティアを教
育活動に積極的に取り入れていく。

・九九検定や古典暗唱検定に参加した際、
子どもたちの表情がとてもよく、地域とのふ
れあいの場ともなった。良い取り組みである
ため、今後も継続して欲しい。

・子どもの成長には、多くの人と関わる
機会を持つことは重要である。行事の内
容を引き続き、検討していく。

8

行事の内容や実施方法を工夫し、心の育成をしている。

・令和8年度は、計画的に花を植え、１年を通
して潤いのある環境を作っていく。
・清掃活動の意味を唱えると共に、学校を清
潔に保つ良さを味わわせていく。
・児童とＰＴＡが一緒に活動する除草作業を令
和8年度の年間行事計画に入れる。

・工事が進み、大変な環境の中でも、安心・
安全な取り組みができていた。
・工事終了後の交通問題や不審者への対応
策も気になる部分がある。検討していく必要
がある。
・ＰＴＡとして来年度も、地域、子どもたちと共
に活動できるよう計画していく。

・学校内外の清掃活動や緑化活動の継
続を進めると共に、子どもたちの安心・
安全な地域となるよう地域の協力を得
ながら検証をしていく。

10

清掃活動を充実させ、学校を清潔に保ち、安心して使用で
きるようにしている。

安心安全
な教育環境

・地域の組織と連携し
て計画的に環境整備を
進める。
・委員会活動、清掃活
動を充実し、きれいな
学校づくりをする。

9

花植プロジェクトなど緑化を行い、潤いのある環境づくり
をしている。

・区画整理事業の関係で、花を植えら
れる場所が極少となってしまった。限ら
れた場所で花を植えたことで、保護者
から評価を得ることができた。
・今年度は、清掃時間を５分短縮した
日課となったが、清掃手順を明確にし
たことで、校内を清潔に保つことができ
た。また、ＰＴＡのボランティアによる除
草作業、清掃活動の協力を得られた。

【別添】


